
88 

ゼロカーボンシティの実現に向けて 

 

問 25 あなたは、地球温暖化の防止や脱炭素社会の実現に関心がありますか。（○は 1 つだ

け） 

全体では「関心がある」が 54.2％で最も高く、ついで「非常に関心がある」が 15.5％、「あまり関

心がない」が 16.7％となっている。 

性別にみると、「非常に関心がある」と「関心がある」の合計の割合は、男性が 71.9％、女性が

67.7％であり、男性の方が 4.2 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、「非常に関心がある」と「関心がある」の合計の割合は、70 歳以上が最も高く

73.9％であり、20 歳代が最も低く 54.3％となっている。同割合について、20 歳代が５割台、10

歳代、30 歳代、40 歳代が６割台、50 歳代、60 歳代、70 歳以上が７割台となっている。 
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全体（n=1416）

男性（n=647）

女性（n=684）

10歳代（n=63）

20歳代（n=92）

30歳代（n=115）

40歳代（n=174）

50歳代（n=260）

60歳代（n=286）

70歳以上（n=410）

非常に関心がある 関心がある あまり関心がない まったく関心がない

わからない 無回答
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問 26 松阪市の「ゼロカーボン」や「カーボンニュートラル」などと呼ばれる脱炭素社会の実現

をめざした取組について、知っているものを選んでください。（〇はいくつでも） 

「公共施設の LED 照明への切替」が 45.8％で最も高く、ついで「公共施設の太陽光発電の導入」

が 36.7％、「特に知っているものはない」が 34.8％となっている。 

性別にみると、男性は１番目、２番目、３番目に高い項目は全体と同じであった。女性は２番目と３

番目の順番が入れ替わっている。 

年代別にみると、10 歳代の３番目「公用車の電気自動車」以外については、全体の上位３項目に

あげられた項目と同じ項目となっている。40 歳代、60 歳代、70 歳以上は全体と同じ順番、項目

であった。「特に知っているものはない」が 30 歳代では１番目、10 歳代、20 歳代、50 歳代では２

番目となっている。 

 

＜上位３項目＞ 

 １番目 ２番目 ３番目 

全体 
公共施設の LED
照明への切替 

45.8% 
公共施設の太陽光
発電の導入 

36.7% 
特に知っているも
のはない 

34.8% 

性 
別 

男性 
公共施設の LED
照明への切替 

47.9% 
公共施設の太陽光
発電の導入 

39.1% 
特に知っているも
のはない 

33.4% 

女性 
公共施設の LED
照明への切替 

43.6% 
特に知っているも
のはない 

37.0% 
公共施設の太陽光
発電の導入 

34.8% 

年 
代 
別 

10 歳代 
公共施設の太陽光
発電の導入 

44.4% 
特に知っているも
のはない 

39.7% 
公用車の電気自動
車化 

34.9% 

20 歳代 
公共施設の LED
照明への切替 

40.2% 
特に知っているも
のはない 

40.2% 
公共施設の太陽光
発電の導入 

27.2% 

30 歳代 
特に知っているも
のはない 

42.6% 
公共施設の LED
照明への切替 

33.9% 
公共施設の太陽光
発電の導入 

31.3% 

40 歳代 
公共施設の LED
照明への切替 

43.1% 
公共施設の太陽光
発電の導入 

36.8% 
特に知っているも
のはない 

32.2% 

50 歳代 
公共施設の LED
照明への切替 

44.6% 
特に知っているも
のはない 

40.8% 
公共施設の太陽光
発電の導入 

35.4% 

60 歳代 
公共施設の LED
照明への切替 

50.3% 
公共施設の太陽光
発電の導入 

36.4% 
特に知っているも
のはない 

31.5% 

70 歳以上 
公共施設の LED
照明への切替 

50.5% 
公共施設の太陽光
発電の導入 

40.5% 
特に知っているも
のはない 

30.7% 
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13.2

32.2

0.6

35.4

44.6

23.8

18.1

9.2

40.8

0.0

36.4

50.3

20.6

15.0

5.2

31.5

3.5

40.5

50.5

21.7

12.0

7.8

30.7

7.1

0 10 20 30 40 50 60

公共施設の太陽光発電の導入

公共施設のLED照明への切替

公用車の電気自動車化

ZEH（ゼロエネルギー住宅）、蓄電池、宅配

ボックス等への補助金

環境イベントの実施

特に知っているものはない

無回答

10歳代（n=63） 20歳代（n=92） 30歳代（n=115） 40歳代（n=174）

50歳代（n=260） 60歳代（n=286） 70歳以上（n=410）

（％）

36.7 

45.8 

23.0 

16.4 

8.1 

34.8 

3.3 

39.1 

47.9 

22.6 

17.2 

7.3 

33.4 

1.9 

34.8 

43.6 

23.0 

16.2 

8.2 

37.0 

3.2 

0 10 20 30 40 50 60

公共施設の太陽光発電の導入

公共施設のLED照明への切替

公用車の電気自動車化

ZEH（ゼロエネルギー住宅）、蓄電池、宅配

ボックス等への補助金

環境イベントの実施

特に知っているものはない

無回答

全体（n=1416） 男性（n=647） 女性（n=684）

（％）
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問 27 地球温暖化の防止や脱炭素社会の実現のため、あなたがすでに取り組んでいるものは

ありますか。（○はいくつでも） 

「食べ残さない、食材を使いきるなど食品ロスをなくす」が 59.3％で最も高く、ついで「マイボト

ルやマイバッグを使う」が 58.6％、「ごみの分別の徹底」が 51.8％となっている。 

性別にみると、上位３位に入っている項目は全体と同じであるものの順番には違いがみられ、女

性では１番目に「マイボトルやマイバッグを使う」が入っており、男性では２番目に「ごみの分別の徹

底」が入っている。 

年代別にみると、20 歳代、30 歳代の３番目にあげられた「日常的な節電や節水」以外について

は、全体であげられた項目が入ってきている。「食べ残さない、食材を使いきるなど食品ロスをなく

す」は年代ごとの数値に大きな差はなく、一方、「マイボトルやマイバッグを使う」は 30 歳代から 60

歳代では６割台以上と割合は高いものの、10 歳代や 20 歳代では４割代以下と割合が低くなって

いる。 

 

＜上位３項目＞ 

 １番目 ２番目 ３番目 

全体 
食べ残さない、食
材を使いきるなど
食品ロスをなくす 

59.3% 
マイボトルやマイバ
ッグを使う 

58.6% ごみの分別の徹底 51.8% 

性 
別 

男性 
食べ残さない、食
材を使いきるなど
食品ロスをなくす 

54.9% ごみの分別の徹底 49.1% 
マイボトルやマイバ
ッグを使う 

45.6% 

女性 
マイボトルやマイバ
ッグを使う 

71.9% 
食べ残さない、食
材を使いきるなど
食品ロスをなくす 

64.2% ごみの分別の徹底 53.7% 

年 
代 
別 

10 歳代 
食べ残さない、食
材を使いきるなど
食品ロスをなくす 

52.4% ごみの分別の徹底 38.1% 
マイボトルやマイバ
ッグを使う 

34.9% 

20 歳代 
食べ残さない、食
材を使いきるなど
食品ロスをなくす 

58.7% 
マイボトルやマイバ
ッグを使う 

40.2% 
日常的な節電や節
水 

35.9% 

30 歳代 
マイボトルやマイバ
ッグを使う 

61.7% 
食べ残さない、食
材を使いきるなど
食品ロスをなくす 

54.8% 
日常的な節電や節
水 

35.7% 

40 歳代 
マイボトルやマイバ
ッグを使う 

70.7% 
食べ残さない、食
材を使いきるなど
食品ロスをなくす 

58.0% ごみの分別の徹底 47.1% 

50 歳代 
マイボトルやマイバ
ッグを使う 

66.5% 
食べ残さない、食
材を使いきるなど
食品ロスをなくす 

58.8% ごみの分別の徹底 51.5% 

60 歳代 
マイボトルやマイバ
ッグを使う 

62.6% 
食べ残さない、食
材を使いきるなど
食品ロスをなくす 

60.1% ごみの分別の徹底 54.9% 

70 歳以上 ごみの分別の徹底 64.1% 
食べ残さない、食
材を使いきるなど
食品ロスをなくす 

62.0% 
マイボトルやマイバ
ッグを使う 

52.9% 
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2.5

9.4

7.9

22.4

49.3

8.2

15.6

28.4

64.2

53.7

71.9

11.8

1.5

1.2

2.5

1.6

1.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

ZEH（ゼロエネルギー住

宅）の購入や自宅へ太

陽光パネルや蓄電池…

自宅の窓を断熱窓に取り

換えるなどの省エネリ

フォーム

省エネ家電への買い替

え

日常的な節電や節水

通勤や通学はなるべく自

転車や公共交通機関を

使う

宅配ボックスを使う

なるべく地元産の食品や

製品を選ぶ

食べ残さない、食材を使

いきるなど食品ロスをなく

す

ごみの分別の徹底

マイボトルやマイバッグを

使う

フリーマーケットを利用し

たり、モノや服を修理する

などして長く使うなどサ…

環境保全活動などへの

参加

その他

今は取り組んでいない

が、これから始めようと

思っている

今後も取り組むつもりは

ない

無回答

全体（n=1416） 男性（n=647） 女性（n=684）

（％）
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16.7
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23.6

44.3
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58.0

47.1
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13.8

2.3

1.1

2.9
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0.6

9.6

10.0

27.7

48.1

6.5

16.2

22.3

58.8

51.5

66.5

10.0

0.8

0.8

2.3

2.7

0.8

11.5

11.2

26.6

51.0

5.2

12.6

28.7

60.1

54.9

62.6

7.7

2.1

2.1

3.5

3.1

1.4

5.9

7.8

27.6

51.0

4.9

7.1

30.7

62.0

64.1

52.9

8.5

1.7

0.7

2.0

2.7

5.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80

ZEH（ゼロエネルギー住

宅）の購入や自宅へ太陽

光パネルや蓄電池を設

置

自宅の窓を断熱窓に取り

換えるなどの省エネリ

フォーム

省エネ家電への買い替え

日常的な節電や節水

通勤や通学はなるべく自

転車や公共交通機関を

使う

宅配ボックスを使う

なるべく地元産の食品や

製品を選ぶ

食べ残さない、食材を使

いきるなど食品ロスをなく

す

ごみの分別の徹底

マイボトルやマイバッグを

使う

フリーマーケットを利用し

たり、モノや服を修理する

などして長く使うなどサス

テナブルな生活

環境保全活動などへの

参加

その他

今は取り組んでいない

が、これから始めようと

思っている

今後も取り組むつもりはな

い

無回答

10歳代（n=63） 20歳代（n=92） 30歳代（n=115） 40歳代（n=174）

50歳代（n=260） 60歳代（n=286） 70歳以上（n=410）

（％）
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問 28 今後、さらに脱炭素化施策を促進していくため、松阪市が取り組むべきものとして、あ

なたの考えに近いものに〇をつけてください。（○は 3 つまで） 

「食品ロスの削減や食品残渣の有効活用」が 52.9％で最も高く、ついで「ホームページや SNS

を活用した脱炭素施策や補助金等の情報発信」が 28.5％、「歩行者中心のまちづくりや自転車が利

用しやすい都市空間の整備」が 23.4％となっている。 

性別にみると、１番目、２番目、３番目に高い項目は男女とも全体と同じであった。 

年代別にみると、１番目はいずれの年代も「食品ロスの削減や食品残渣の有効活用」であった。10

歳代、20 歳代、50 歳代、60 歳代は項目、順番とも全体と同じであった。全体の上位 3 項目以外

の項目としては、30 歳代の３番目に「中小企業の脱炭素化への取組に対する補助制度の充実」、40

歳代の３番目に「こどもや地域への脱炭素教育や啓発」が入っている。 

 

＜上位３項目＞ 

 １番目 ２番目 ３番目 

全体 
食品ロスの削減や
食品残渣の有効活
用 

52.9% 
ホームページやSNSを

活用した脱炭素施策や

補助金等の情報発信 

28.5% 
歩行者中心のまちづく

りや自転車が利用しや

すい都市空間の整備 

23.4% 

性 
別 

男性 
食品ロスの削減や
食品残渣の有効活
用 

49.9% 
ホームページやSNSを

活用した脱炭素施策や

補助金等の情報発信 

29.1% 
歩行者中心のまちづく

りや自転車が利用しや

すい都市空間の整備 

24.0% 

女性 
食品ロスの削減や
食品残渣の有効活
用 

56.0% 
ホームページやSNSを

活用した脱炭素施策や

補助金等の情報発信 

28.7% 
歩行者中心のまちづく

りや自転車が利用しや

すい都市空間の整備 

23.7% 

年 
代 
別 

10 歳代 
食品ロスの削減や
食品残渣の有効活
用 

52.4% 
ホームページやSNSを

活用した脱炭素施策や

補助金等の情報発信 

30.2% 
歩行者中心のまちづく

りや自転車が利用しや

すい都市空間の整備 

25.4% 

20 歳代 
食品ロスの削減や
食品残渣の有効活
用 

41.3% 
ホームページやSNSを

活用した脱炭素施策や

補助金等の情報発信 

37.0% 
歩行者中心のまちづく

りや自転車が利用しや

すい都市空間の整備 

23.9% 

30 歳代 
食品ロスの削減や
食品残渣の有効活
用 

48.7% 
ホームページやSNSを

活用した脱炭素施策や

補助金等の情報発信 

31.3% 
中小企業の脱炭素
化への取組に対す
る補助制度の充実 

22.6% 

40 歳代 
食品ロスの削減や
食品残渣の有効活
用 

50.6% 
ホームページやSNSを

活用した脱炭素施策や

補助金等の情報発信 

27.6% 
こどもや地域への
脱炭素教育や啓発 

24.1% 

50 歳代 
食品ロスの削減や
食品残渣の有効活
用 

51.2% 
ホームページやSNSを

活用した脱炭素施策や

補助金等の情報発信 

32.3% 
歩行者中心のまちづく

りや自転車が利用しや

すい都市空間の整備 

23.8% 

60 歳代 
食品ロスの削減や
食品残渣の有効活
用 

57.7% 
ホームページやSNSを

活用した脱炭素施策や

補助金等の情報発信 

30.8% 
歩行者中心のまちづく

りや自転車が利用しや

すい都市空間の整備 

24.5% 

70 歳以上 
食品ロスの削減や
食品残渣の有効活
用 

55.4% 
歩行者中心のまちづく

りや自転車が利用しや

すい都市空間の整備 

24.1% 
ホームページやSNSを

活用した脱炭素施策や

補助金等の情報発信 

22.2% 
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歩行者中心のまちづくりや自転車が利用し

やすい都市空間の整備

公共交通のEV（電気自動車）化やEV充電

設備の充実

こどもや地域への脱炭素教育や啓発

市民の脱炭素化への取組（省エネ･創エネ

設備やEV購入など）に対する補助制度の

充実

中小企業の脱炭素化への取組に対する補

助制度の充実

公共施設への新たな技術（ペロブスカイト太

陽電池やV2Hなど）の導入による災害用予

備電源の確保

J-クレジット制度等のビジネスモデルを活用

した新たな財源の確保

その他

無回答

全体（n=1416） 男性（n=647） 女性（n=684）
（％）
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30.2 

52.4 

25.4 

12.7 

19.0 

14.3 

14.3 

14.3 

9.5 

1.6 

4.8 

37.0 

41.3 

23.9 

19.6 

18.5 

15.2 

18.5 

10.9 

4.3 

1.1 

5.4 

31.3 

48.7 

20.0 

21.7 

20.9 

19.1 

22.6 

14.8 

2.6 

7.0 

5.2 

27.6 

50.6 

21.3 

19.0 

24.1 

21.8 

21.8 

11.5 

0.6 

2.9 

5.7 

32.3 

51.2 

23.8 

18.5 

22.3 

21.5 

14.2 

13.1 

3.8 

4.2 

4.2 

30.8 

57.7 

24.5 

16.8 

23.8 

19.6 

14.0 

15.0 

2.4 

3.8 

7.3 

22.2 

55.4 

24.1 

12.4 

19.3 

18.8 

14.9 

18.8 

1.2 

2.0 

14.4 

0 10 20 30 40 50 60 70

ホームページやSNSを活用した脱炭素施策

や補助金等の情報発信

食品ロスの削減や食品残渣の有効活用

歩行者中心のまちづくりや自転車が利用し

やすい都市空間の整備

公共交通のEV（電気自動車）化やEV充電

設備の充実

こどもや地域への脱炭素教育や啓発

市民の脱炭素化への取組（省エネ･創エネ

設備やEV購入など）に対する補助制度の

充実

中小企業の脱炭素化への取組に対する補

助制度の充実

公共施設への新たな技術（ペロブスカイト太

陽電池やV2Hなど）の導入による災害用予

備電源の確保

J-クレジット制度等のビジネスモデルを活用

した新たな財源の確保

その他

無回答

10歳代（n=63） 20歳代（n=92） 30歳代（n=115） 40歳代（n=174）

50歳代（n=260） 60歳代（n=286） 70歳以上（n=410）

（％）（％）


